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聖ルチア会の在宅支援施設

聖ルチア会の「在宅支援施設」では、住み慣れた場所での暮らしや社会への復帰を支援しています。
今号では、訪問看護ステーションについてご紹介します。

訪問看護ステーション クローバー
3

　精神科訪問看護の対象は、「精神及び行動の障害」があると医師が診断した方で、精神や身体症状の悪化を防
ぐほか、日常生活の維持、生活技能の獲得や拡大、対人関係の維持や構築、家族関係の調整など、幅広い目的が

あります。
　利用者様の居宅で看護を提供するため、経済的な悩みも含め生活環境をふまえた
観察ができます。その上で、通院先の病院や行政機関など、多職種の支援につなげ
ています。また、利用者様の支援だけでなく、家族の悩みや思いを聞くなど、家族
支援も重要な役割です。
　一般診療科の訪問看護と異なり、受診や投薬などと同じ支援体制の中に位置づけ
られ、利用者様の日常生活の自立を促します。病気が原因の症状に対応するなど、
精神科の看護師としての知識があるからこそ、適切な支援につながります。

聖ルチア病院との
連携

　聖ルチア会では、外来、入院、在宅
のサービスを途切れさせない体制
を整えています。在宅で過ごしてい
ても、症状が悪化したときは入院す
るなど、安心して継続した治療を受
けられます。

クローバーの
特色

精神科看護の専門性と
人生経験の厚みに自信あり！

1

作業療法士の
視点も支援に導入

　スタッフは看護師11名と作業療
法士２名。利用者様に看護師以外の
人と関わってほしいという意味もあ
りますが、利用者様が集中して取り
組めることを探す役割もあります。

3 経験豊富な
スタッフが活躍

　聖ルチア病院での職務経験や人生
経験豊富なスタッフがそろっていま
す。利用者様が家族に話せないこと
の相談を受けたり、家族の悩みを聞
いたり。さまざまな経験をしているか
らこそのアドバイスが強みです。

4 広いエリアで
訪問を実施

　クローバーは、久留米市と大木町
で事業所を構えています。久留米市
や柳川市、大牟田市、筑後市のほか、
鳥栖市や神埼市などの広いエリアで
利用者様にもサービスを提供してい
ます。

5

利用者様のペースに
合わせた支援

　利用者様の自立を助ける支援です。
料理や掃除など、利用者様が苦手な
家事を手伝ったり、買い物に一緒に
行くなど、利用者様が持っている力を
維持、向上するのが目的です。利用者
様のペースに合わせて行います。
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私たちが訪問看護で大切にしていること
訪問看護ステーションクローバーには、11人の看護師と2人の作業療法士が所属しています。
私たちが訪問看護で大切にしていることをお伝えします。

作業療法士 鷲頭 知世

4月から訪問看護で働いています。ご
利用者様の気持ちに寄り添いながら、
その時必要な関わりが持てるところ
にやりがいを感じています。先輩方
も親身になって相談にのってく
ださるので安心して仕事が
できています。

看護師 深町 ユリ

訪問看護に異動して４ヶ月になりま
す。利用者様との信頼関係を築くた
めに、元気に明るく笑顔で挨拶をし
て「お邪魔させて頂きます」と言う気
持ちで伺い、利用者様が話しや
すい様な環境を作るように努
めています。

看護師 係長 佐田 由香里

利用者様の気持ちに寄り添った看
護を心がけています。生活の中で
困っていることについては一緒に解
決策を考え、地域生活でその人らし
く安心して過ごせるように関係
機関と連携して継続支援を行
なっていくことです。

看護師 原 むつ子

訪問で驚いた事は病気を持ちな
がらも生活を営んでいる利用者
様のパワーです。その凄さを労
いながら、充実した時間を一緒
に過ごし「また来てほしい」と思っ
てくださる様そして少しでも元気
をチャージ出来たらと願って支援
しています。

作業療法士 福田　剛　

訪問へ異動して間もない私ですが、
医療従事者としてご利用者様の安
心安全を第一にと考えています。そ
の上で、利用者様のサポーターとな
れるように心掛けています。
　

看護師  堤　晶子

まず笑顔で挨拶をし、利用者様
の気持ちに寄り添い話を最後ま
で聞くことです。また利用者様の
困り事を聞き必要な支援を一緒
に考え援助出来るように心掛
けています。　

看護師 加治 香織　

私が訪問看護を行う上で大事に
している事は、利用者様との信頼
関係の構築、思いやりの気持ち
を常に持つという事です。病院と
は違い利用者様が生活している
場に伺って看護を行う為、身だ
しなみや所作にも気をつけて
います。

看護師 所長 坂田 美紀

当ステーションで大切にしていることは利用者様が地域で生活できるように、病院や関係機関と
の連携を図り、万全な支援体制を作ることを大切にしております。利用者様がその人らしく、
持っている力を出せるように、じっくりお話を伺い、支援しています。現在はアドバンスケアプラ
ンニングの勉強を行い、今後は看取りの看護もできるように体制を整えていきたいと考えてい
ます。

看護師 係長 岡 智美　

利用者様が安心して話をしていただけ
る雰囲気作りです。不安や悩みを抱
えて生活されている利用者様に対し、
訪問の時間が安心でき、何でも話せ
る場になれば不安の軽減に繋がり、
地域で生活しやすくなるのでは
ないかと思っています。地域で
の生活を支えていくために支
援していきたいと思います。

看護師 末吉 幸江

利用者様の希望です。心身とも
に満足する生活は、誰でも求め
るもですし、その時々で変化して
いくものとも思います。いろんな
面や時期があり、その時 に々寄り
添って共に成長できる所は訪問
の魅力とも思います。

看護師 田中 洋子

安心して訪問看護を受けていた
だけるよう、話しやすい雰囲気づ
くりを心がけ、利用者様の生活状
況に合わせた関わりや支援を通
して信頼関係を築き、ご自宅で
安定した生活が送れるよう支
援できればと思います。

看護師 紺田 美千代　

利用者様が在宅で生活するためには
こうあるべき、という固定概念を捨て
てどのような生活や人生を希望され
ているかを知った上で自分には何が
できるかを考え実行しています。ま
た、取り巻く家族や支援者と連携
をとりながら利用者様のQOL
の維持、向上ができるようサ
ポートしています。

看護師 古賀 知嗣

私が訪問看護をさせていただく中で大
切にしている事は、利用者様の話を
しっかりと聞くことで、悩みや不安を
軽減し、気持ちが少しでも軽くなる様
に支援したいと思っています。利
用者様が利用者らしく、住み慣
れた場所での生活が続く事を
大切にしたいと思っています。
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〒830-0047　福岡県久留米市津福本町1012

ＴＥＬ0942-33-1581（代表）
ＦＡＸ　0942-33-1586

関連施設
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・訪問看護ステーション クローバー
・訪問看護ステーション クローバー おおき
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クローバーおおき
訪問看護ステーション

第12回 児童思春期病棟聖ルチア病院のプロフェッショナル

　児童思春期病棟は２０２２年、５１床に病床数を増やしました。
発達障害の診断を受ける子が増えるにつれ、専門的な支援を求め
るケースも増えています。
　友達と上手に遊べないなど、日常生活で困った末、引きこも
り、生活リズムが崩れてしまう子もいます。当病棟では、「朝起き
て、夜寝る」という当たり前の活動の中で、自分ができているこ
と、間違っていることを自覚することから始めます。自分の言葉
で相手が傷ついたら、「自分が間違っている、直さないといけな
い」と気付くことで、社会生活に戻るきっかけになります。
　うまくいかないとき、本人はとても苦しく感じています。問題行
動だけに注目せず、環境を整えることも大切です。作業に集中で
きるようパーティションで囲んだり、その日のスケジュールを確認

しながら行動できる
工夫などです。きち
んと行動できたらほ
めることも大切で
す。困っている部分
の支援に注目して取
り組んでいます。

▲児童思春期病棟看護師

◀8月のイベント「水遊び」の
　ミーティングの様子

児童思春期病棟 看護師長 柳瀬美穂子

私の
時間しあ
わせ

　私は6年前の災害ボランティア参加後、ボランティアに
関心を持つようになり社協主催のボランティア研修を1
年間受講し、ボランティアとして登録を受けました。現在
は約3年前から買い物支援などに月2回休日を利用して楽
しく活動しながら参加しています。

連携先の皆さまへの
メッセージ

　小・中学校の先生方で子ど
もたちへの対応に難しさを
感じているとお聞きしてい
ます。支援方法を一緒に考
えていければと思います。
お気軽にご相談ください。

ナースエイド　武田 忠義
▲ボランティアの制服


